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6 月・7 月の行事予定 

6 月 24 日(水） 文化委員会　19:00～　灘分コミュニティセンター　新館 

6 月 25 日(木)  災害対策本部役員会　19:00～　灘分コミュニティセンター　新館 

6 月 28 日(日)　「スポーツの集い」9:00～　灘分ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ事業委員会 女性部主催 

7 月　5 日(日)　町内対抗グラウンドゴルフ大会　灘分小学校校庭　灘分地区体育協会主催 

7 月 20 日(月)　「なだぶん竹あかり」9:30～11:30　灘分コミュニティセンター　新館 

7 月 22 日(水)　第 2回 防災委員会　19:00～　灘分コミュニティセンター　新館 

7 月 25 日(土)　なだぶん夏まつり　18:20～　灘分小学校校庭

○と　き　　令和 8 年 5 月 19 日(火) 
○ところ　　灘分小学校　畑 
○主　催　　コミセン事業委員会 まちづくり部

初夏の日差しが照りつける暑さのなか、まちづくり部（大菅幸

治部長）主催で、灘分小学校１年生、２年生、たんぽぽ・ひまわり学

級の児童の野菜の苗植えが行われました。当日は、新田前町内

の小村修司さん、多久和町内の久家和男さんにもご協力いただ

き、植え方のコツを教わりながら一緒に楽しく作業を進めまし

た。「おうちでも野菜作ってるよ！」という子も多く、苗を見て

「トマト」「とうもろこし」と野菜を言い当てている姿が印象的で

した。容赦ない暑さにも負けず、教わった通りに、小さな手で優

しく土をかぶせ一本一本丁寧に植えることができました。 

　汗をかきながら、みんなで頑張って植えた苗。これから自分たちの手で毎日お世話をしていくことで、

野菜を育てる大変さや、収穫できたときの喜び、「食」への感謝を学ぶ良い機会となったと思います。 

これからの野菜の成長が今から楽しみです。

○と　き　　令和 8 年 5 月 23 日(土) 
○ところ　　灘分小学校　校庭 
○主　催　　コミセン事業委員会 青少年育成部 

　子どもたちが安全に、思いっきり走れるようにと小学校の運動

会前に校庭の除草作業が行われました。実はこの企画、PTA の人

数が年々減少し、校庭の奉仕作業も人手が足りないという“学校

のお困りごと”をきっかけに始まりました。校庭は子どもたちだ

けでなく、地区にとっても日頃から使用する大切な場所です。学校任せにするのではなく、「みんな

の大切な場所だから、みんなできれいにしよう」という温かい声が上がり、現在も継続しています。 
当日は、ボランティア募集にご協力くださった地区の方々をはじめ、PTA 役員、先生方、そして

元気いっぱいの向陽ジュニア野球少年団の子どもたちなど大勢が集まりました。大人も子どもも一

緒になって汗を流し、みるみるうちに校庭がきれいになっていきました。作業中には笑顔で言葉を

交わす姿も見られ、地域の繋がりが広がるひとときになりました。早朝からのご協力、本当にあり

がとうございました。

５月 27 日（水）、灘分コミュニティセンター女性部（部長　湯浅万里子）主催の視察研修を開催し、33 人が

参加しました。今回の研修では、大田市温泉津町にある福光石の石切場と、浜田市のしまね海洋館アクア

スを訪れました。 

　福光石の石切場では、約 450 年にわたり採石が続けられている現場を見学し、石見銀山を支えてきた

歴史や福光石の特徴について学びました。参加者の多くが初めて訪れた場所で、ガイドの説明を熱心に

聞きながら、迫力ある採掘跡に見入っていました。福光の地は、戦国時代の武将・吉川経家ゆかりの地で

もあり、長い歴史を今に伝えています。また、この地で取れる福光石は、石見銀山や県内各地の建築物な

どに使われ、時代を越えて人々の暮らしを支えてきました。 

　また、アクアスでは施設の壁面に福光石が使用されていることを知り、石切場で学んだ内容と地域資

源の活用を結び付けながら見学することができました。　

出雲市消防本部　平田消防署より 

救命索発射銃取扱訓練の実施について（お願い） 
  

　梅雨の時期を迎え、有事の対応として救命索発射銃の取扱訓練を下記の日程で行います。 

本訓練おいて、救命索の発射時に大きな発砲音がします。ご迷惑をおかけしますが、ご理解と 

ご協力をお願いいたします。 

日　時　　令和 8 年 6月 15 日(月)～7月 17 日(金) 

　　　　　　　　　各日　１０：００～１７:００ 

　　　　　　　　　期間内平日の内６日程度 

場　所　　出雲市灘分町　瑞穂大橋西　斐伊川左岸堤外地

　当日は、曇り空で時折雨

も降りましたが、見学時には

天候にも恵まれ、予定どおり

研修を実施することができ

ました。今も続く採石場を訪

れながら、参加者同士がふ

れあい、地域の歴史や文化

に触れる一日となりました。

灘分小学校 校庭の「柳の木」枯れる！ 
～校庭の西側に移植された明治の記念樹～ 

 

明治 41 年校舎の増改築、玄関の新設工事完成を記念して、

柳の木が寄贈され植樹されました。その後、校舎の増改築に

伴い移植され現在の場所に落ち着きました。植えられて今年

で 118 年になります。当初 2本ありましたが、1本はすでに

枯れてしまい 1本の状態で年月を重ねてきましたが、ついに

枯れてしまい近々撤去される予定です。 

本当に長い間見守って頂きありがとうございました。

○とき　令和 8 年 5 月 27 日(水)　○ところ　大田市、浜田市　○主催　コミセン事業委員会　女性部


